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要 約 

辞 L 酸 直生成 工 キス山の免疫賦活効果の「つとして、 乳酸菌生成エキスの 経口投与が、 マウス 

の N K 細胞活性に及ぼす 影響を、 I N 丁法 により検討した。 

その結果、 Normal mice の NK 細胞活性は、 乳酸菌生成 工 キスを経口投与しても 変化が認められ 

ないのに対し、 B-16 黒色腫を移植した 担癌 マウスの NK 細胞活性は、 乳酸菌生成エキスを 経口 
投与することによってコントロール 群に比べて有意に 九 進 されることを 認めた。 

目 的 

NK 細胞は，抗体非依存的にウィルス 感染の防御や 腫瘍細胞の排除に 働くとともに、 抗体依存 
的にウィルス 感染細胞や腫瘍細胞の 破壊作用を示し ，マクロファージ (M の ) と同様に抗体産 

生以前の生体防御機構、 特に抗腫瘍のエフェクター 細胞として重要な 働きを持つと 考えられて 

いる。 

そこで、 本研究では乳酸菌生成 工 キスの免疫賦活効果の「つとして、 乳酸菌生成エキスの 経口 

投与がマウスの NK 細胞活性に及ぼす 影響を検討した。 

方 法 

， G57BL/6 マウス・ イ ・ 5 週 齢を マウスラット 用 ト 2 飼料で飼育した。 

・アルベック ス は 0 ．㎞ l/kg になるように 宵 ゾン子にて強制投与した。 マウスへの乳酸菌生成 

エキスの経口投与は、 連続 7 日間おこなった。 B-16 黒色腫を移植した 担癌 マウスへの経口投 
与は、 B-l6 黒色腫を移植した 3 日後から開始した。 

・対照 区 として、 乳酸菌生成 工 キスの代わりにリン 酸緩衝七食塩水田 BS) を投与したマウスを 
用いた。 

・ NK 細胞活性の測定 

「． エ ファクター細胞は、 経口投与を終了した 翌日に過度のエーテル 吸引によって 屠殺した 

マウスから摘出した 脾臓細胞を遠心洗浄したものを 使用した。 

2. ターゲット細胞は、 YAC-] 細胞を培養して ，遠心洗浄したものを 使用した。 
3. NK 細胞活性は、 lNT 法に従って測定した。 5 l 

結 果 ㌢ 十 

Normal mi ㏄の NK 細胞活性は， PBS 及び乳酸菌 卸 ・ ; l 2   
生成 工 キスのいずれを 軽口投与しても 変化が認 ち 

められなかった。 ト ]6 黒色腫を移植した 担癌マ : g 
ウスの NK 細胞活性は、 乳酸菌生成 工 キスを 経 穂 
口 投与することによって PBS を経口投与したコン 圭 6 

トロール区に 比べて有意に 元 進 されることを 認 

めた。 ハ 333 

この乳酸菌生成 工 キスの経口投与による NK 細胞 
の 賦活効果は，腫瘍細胞の 移植などマウスの 免 0 

疫 機構に何らかの 刺激が加わったときにおいて PBS 乳酸笛生皮エキス PBS 乳酸菌生成 工 キス 

のみ顕在化し、 正常時には過剰な 反応が起こら Nomal mlce 日一 l6 melanoma 

ないことを示すものと 考えられる。 bea ア lng mlce 

有意差 : (P く 0 ． 0 り 

 
 

  

 
 


